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は
じ
め
に

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
推
進
基
金
21
は
、
平
成
13
年
度
に
設
置
し
て
以
来
、
協
働
事
業
負
担
金
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
補
助
金
及
び
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
奨
励
賞
と
い
う
３
つ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
事
業
や
先
駆
的
な
取
組
み
、
モ
デ
ル
的
活
動
な
ど
、
101
も
の
事
業
・
団
体
へ
助
成
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
運
用
に
当
た
っ
て
は
常
に
振
り

返
り
を
行
い
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
等
に
よ
る
取
組
み
が
よ
り
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ま
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
自
身
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
よ
う
、
毎
年
、
改
善
を

重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

我
が
国
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
全
国
各
地
で
活
性
化
し
、
今
で
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
日
本
社
会
の
重
要

な
セ
ク
タ
ー
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
に
お
い
て
も
、
「
多
様
な
主
体
が
公
共
を
担
う
協
働
型
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
新
し
い
公
共
の
担
い
手
で
あ
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
等
に
対
し
て
積
極
的
な

支
援
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
国
で
は
、
本
年
１
月
に
「
新
し
い
公
共
」
円
卓
会
議
を
設
置
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
普
及
と
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
基
金
21
は
全
国
で
も
類
を
見
な
い
規
模
の
助
成
制
度
で
あ
り
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
と
県
と
の
協
働
の
実
践
的
取
り
組
み
と
し
て
、
数
々
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
助
成
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
助
成
が
終
了
し
た
事
業
の
中
に
は
数
多
く
の
注
目
す
べ
き
成
果
が
挙
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
先
駆
的
な
取
組
み
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
実
施
過
程
に

お
い
て
は
、
様
々
な
困
難
や
苦
労
も
生
ず
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
新
た
な
ス
タ
イ
ル
を
築
こ
う
と
す
る
姿
は
、
ま
さ
に
新
し
い
世
界
へ
の
挑
戦
者
の
姿
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
と
実
際
の
事
業
成
果
か
ら
は
様
々
な
点
で
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
に
違
い
な
い
、
そ
し
て
そ
れ
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

本
報
告
書
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
事
業
実
践
の
参
考
書
と
し
て
、
ま
だ
活
動
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
と
っ
て
は
、
活
動
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
本
報
告
書
を
ご

活
用
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
い
つ
も
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
松
岡
紀
雄
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
神
奈
川
県
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
推
進
基
金
審
査
会
委
員
及
び
幹
事
の
皆
様
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
執
筆
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
藤
澤
浩
子
氏
、
中
島
智
人
氏
の
両
幹
事
、
そ
し
て
執
筆
い
た
だ
い
た
５
団
体
及
び
関
係
の
皆
様
へ
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
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年
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アートを活用した新しい教育活動の構築事業
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アーティストによる「演劇基礎」の授業
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≪実施団体による自己紹介≫ 

 

ＳＴスポット横浜は、神奈川県の非営利の芸術機関

として１９８７年以降活動を続け、地域の劇場を運営

し、芸術文化環境の向上に努めてきました。今後も私

たちは、小劇場「ＳＴスポット」の運営とアート教育事業

部の活動を通して、パフォーミングアーツと地域社会

の新鮮で豊かな環境づくりを目指します。 

 

・次代のアーティストを発掘し、成長を支援します。  

・既成の概念を問い直す表現や新しい発想をもった

作品の創造を支援します。  

・アーティストに対する日常的な支援、批評の確立 

などすぐれた作品が生み出される環境とサービス 

を提供します。 

・アウトリーチやレジデンシープログラム、他の芸術

機関や教育機関との連携強化に積極的に取り組む

ことにより、地域の中でアーティストや観客が育つ

仕組みを作ります。  

・多様な市民参加のあり方を提案し、劇場とコミュニ

ティとの繋がりを深めます。  

・国内外の芸術文化活動を調査研究し、劇場の役

割や文化事業のあり方を提案します。  

・地元及び国内の芸術文化に活力を与え、今日的

な意義を見出すパイロット的な芸術機関として新し

い方法を追求します。 

ST スポット横浜の松尾さん（左）と、小川さん（右）

8
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－
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教育関係者への普及目的で行った「先生のための

ワークショップ」

県立金沢総合高校の「演劇入門」における授業

9

協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－
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アーティストがもたらす ｢アート ｣の力は子ど

もたちの創造性を引き出す。

事務所の壁はコーディネート先

の情報で埋め尽くされている。
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－



  

 

 

 

 

【事 業 名】  アートを活用した新しい教育活動の構築事業 

【実 施 主 体】  ＮＰＯ等：特定非営利活動法人ＳＴスポット横浜 

             県：県民部文化課 

               教育局義務教育課（平成 16 年度） 子ども教育支援課（平成 17～20 年度） 

               ※組織改編により、子ども教育支援課が義務教育課の後を引き継ぐ 

               教育局高校教育課 

【実 施 期 間】  平成 16～20 年度（5 年間） 

【負担金交付額】  43,375,000 円  （総事業費 48,521,750 円） 

【事 業 概 要】  次代を担う子どもたちがアートを媒介にして創造性や感受性を育み、健全に育つための社会環境

整備の一翼を担うことを目的に、県内の小・中学校及び高等学校等でアーティストによる授業を

行う。また、教員及び教育関係者とともに、アートを活用した授業の進め方を学びあうとともに、有

機的なネットワークを構築するため、情報交換や各種調査研究を行う。 

 

 事業１ 学校とアートを結ぶ事業 

1-1 アーティストによる授業実施事業                  （Ｈ16 年度～20 年度） 

1-2 教育関係者等への普及事業                    （Ｈ16 年度～20 年度） 

 事業２ 調査研究及び人材養成事業 

2-1 調査研究事業                             （Ｈ16 年度～20 年度） 

2-2 フォーラム事業                            （Ｈ16 年度～20 年度）

【団 体 の概 要】 

  団体名：特定非営利活動法人ＳＴスポット横浜  設立年：昭和 62 年 

  代表者：理事長 曽田修司 担当者：小川智紀 会員数：10名（平成21年6月15日時点、個人・団体賛助会員含む。） 

  住 所：横浜市西区北幸町一丁目 11-15 横浜ＳＴビル地下 1 階  TEL：045-325-0411   FAX：045-325-0414 

  E-mail：mail@stspot.jp   URL：http://www.stspot.jp 

 

【当初（初年度）の事業計画】 

個別事業名 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 

1-1 アーティストによる 

授業実施事業 

     

1-2 教育関係者等への 

普及事業 

     

2-1 調査研究事業      

2-2 フォーラム事業       

【事業の変遷】 

個別事業名 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 

1-1 アーティストによる

授業実施事業 

     

1-2 教育関係者等へ 

普及事業  

     

2-1 調査研究事業      

2-2 フォーラム事業       

11

５年間の軌跡

協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－



 

 

 

【収支決算額の推移】                                                      （単位：円） 

 度年02成平 度年91成平 度年81成平 度年71成平 度年61成平 

,35 入収業事 000 288,000 60,500 289,500 97,500

0 0 金附寄 300,000 800,000 300,000

補助金等収入 8,675,000 8,675,000 8,675,000 8,675,000 8,675,000

（収入のうち負担金額） (8,675,000) (8,675,000) (8,675,000) (8,675,000) (8,675,000)

,1 0 金成助 324,000 1,428,646 0 0

00 0 金担負体団 100,000 100,000

,365821 91 入収雑 015 1,702

,01210,782,01 910,827,8 入収 465,002 9,867,515 9,174,202

1-1 アーティストによる

授業実施事業 

2,102,051 2,722,768 2,934,661 2,631,350 1,739,319

1-2 教育関係者等への 

普及事業 

269,068 272,968 161,824 121,260 87,366

2-1 調査研究事業 782,617 746,415 1,226,429 522,074 939,003

2-2 フォーラム事業 400,720 809,511 667,127 718,589 545,276

企画運営費 5,173,563 5,712,850 5,474,961 5,874,242 5,863,238

固定資産取得費 0 22,500 0 0 0

支出合計 8,728,019 10,287,012 10,465,002 9,867,515 9,174,202

0 000 0 額差支収
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5,000,000

10,000,000

15,000,000

平成１６年度　平成１７年度　平成１８年度　平成１９年度　平成２０年度

事業の財源の推移

事業収入

寄付金

助成金

団体負担金

雑収入

基金２１協働事業負担金

8,728,019

10,287,012
10,465,002

9,174,202
9,867,515

（単位　円）
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－



  

事業 2-1 調査研究事業 

【実施した内容】 

本事業に関心のある教育・文化関係者等から、アートと学校教育に関するニーズ調査を実施。 

また、アーティストによる授業実施事業の担当職員、アーティスト、受講生徒など関係者へのヒアリング・アンケ

ート調査を実施。 

さらに、協働事業５年間のまとめとして、報告書を最終年度に作成、配布した。 

【5 年間の実績】 

アートと学校教育に関するニーズ調査実施回数 5 年間延べ 77 回   

・学校へのヒアリング   調査対象延べ教員  77 人 77 回実施 

 

【個別事業の内容と実績】 

 

 

 

 

 

 

【実施した内容】 

   県内の小・中学校、高等学校、特別支援学校において、アーティストによる授業を実施。 

「演劇」「美術」「総合的な学習の時間」等の科目だけにとらわれず、「国語」や「体育」などの科目でも授業行っ

た。 

【5 年間の実績】 

   ・学校でのアーティストによる授業実施回数件数   5 年間延べ 276 回 

（16 年度 4 校 42 回 17 年度 7 校 44 回 18 年度 16 校 67 回 19 年度 11 校 70 回 20 年度 9 校 53 回） 

・実施科目/実施内容 （一例） 

＜高校＞演劇入門/身体表現 

美術/コンテンポラリーダンスと現代美術 

体育/創作ダンス 

＜中学校＞選択国語/文章表現 

＜小学校＞総合的な学習の時間/演劇をやってみよう 

＜特別支援学校＞総合的な学習の時間/絵画作品とダンス 

＜幼稚園＞表現/アートを活用してみんなでひとつのことをする（年長・年少） 

事業 1-1 アーティストによる授業実施事業 

事業 1-2 教育関係者等への普及事業 

事業 2-2 フォーラム事業 

【実施した内容】 

 本事業の進捗状況の報告と、アートを活用した新しい教育活動の普及をめざして、『アートと学校教育の連携を

考える』をテーマに、毎年 1 回、２月にフォーラムを実施 

【5 年間の実績】 

・5 年間延べ 742 名参加 

    （16 年度 106 名 17 年度 84 名 18 年度 145 名 19 年度 195 名 20 年度 212 名） 

【実施した内容】 

 アートの手法を活かした授業の進め方を、講義・実技指導・ディスカッションを通して学び合うことで、教育関係者

等への普及を行った。 

【5 年間の実績】 

  ・児童・生徒の夏期休暇期間を活用し、県立総合教育センター等で、『先生のためのワークショップ』を実施 

・研修講座参加者人数  5 年間延べ 173 名 

    （16 年度 3 回 18 名 17 年度 2 回 69 名 18 年度 1 回 25 名 19 年度 1 回 21 名 20 年度 1 回 30 名） 

15

協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－



 

県立鶴見総合高校での「演劇Ⅰ」で授業
をするアーティスト
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－



 

21

80

27

逗子市立久木小学校での授業風景
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－
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協働事業負担金－アートを活用した新しい教育活動の構築事業－





 

 
        

 野生動物救護活動に関する支援事業

夏休みなどに行われる一日体験学習
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―
 

 

            

 

ＷＲＶ神奈川支部の事務局長を務める、

皆川さん 

≪実施団体による自己紹介≫ 

 

野生動物救護獣医師協会（ＷＲＶ）は、東京都立川市

に事務所を置く全国組織の団体で、平成 3 年に発足、平

成 11 年にＮＰＯ認定を受けました。 

 

ＷＲＶが掲げる使命は、人間活動によって傷ついた野

生動物に対して、獣医療をもって、野生復帰させるととも

に、人間社会に対して、野生動物が傷つかないような工

夫により、共生できる社会を実現することです。 

 

発足当初からタンカー等による油流出事故発生時に

油汚染された水鳥救護のため、国内外を問わず、スタッ

フを派遣するなどして活躍しており、環境省の委託による

油汚染事故対策水鳥救護研修を毎年実施しています。 

 

傷病野生動物の救護体制は、都道府県ごとに構築、

整備されていることから、各都道府県と密な連携を図り、

その地域の状況に即した救護活動を実践するために、

支部を設置しています。神奈川支部も神奈川県の救護

活動に対応するため、平成 15 年 7 月に設立しました。 

ＷＲＶ神奈川支部の事務局長を務める、
皆川さん
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協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－
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ＷＲＶと緑政課が協働事業で作成した
リーフレット

リハビリテーターの実践活動

23

協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



 

 
 

 

 

 

 

 
 

           

 

 

 

県との協働により、リハビリテーターという
新たな資格認定のしくみができた。

24

協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－
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野生動物のリハビリテーションは、自然再
生だけでなく、人間性の回復にもつながっ
ている。

リハビリテーターの活動の場は、動物園にも
広がった。

25

協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



 

 

【事 業 名】  野生動物救護活動に関する支援事業 

【実 施 主 体】  ＮＰＯ等：特定非営利活動法人野生動物救護獣医師協会神奈川支部 

             県：環境農政部緑政課 

【実 施 期 間】  平成 16～20 年度（5 年間） 

【負担金交付額】  25,000,000 円  （総事業費 26,230,395 円） 

【事 業 概 要】  神奈川県内で野生動物の救護頭数が年々増加しているなかで、野生動物救護に従事できる専門

的な人材（野生動物リハビリテーター）を養成して救護体制の強化を図るとともに、野生動物を身

近に感じ、救護の大切さについての理解を促進するため、子どもたちへの環境教育や県民への

普及啓発を実施し、さらに野生動物の生息地保全再生に向けた環境モニターにまで発展させ、も

って市民が担う新たな野生動物救護体制の構築を目指す。 

 

事業 1 野生動物リハビリテーター養成及び資格認定         （Ｈ16 年度～20 年度） 

事業 2 総合学習指導                             （Ｈ16 年度～20 年度） 

事業 3 普及啓発                                   （Ｈ16 年度～20 年度） 

事業 4 環境モニター                             （Ｈ20 年度） 

  

【団 体 の概 要】 

  団体名：特定非営利活動法人野生動物救護獣医師協会神奈川支部  設立年：平成 15 年 

  代表者：馬場 国敏 担当者：皆川 康雄 会員数： 43 名（平成 21 年 4 月 1 日時点、個人・団体賛助会員含む。）               

  住 所：川崎市中原区下新城 2-1-28 野生動物ボランティアセンター内   

 TEL：044-777-8243   FAX：044-777-8368 

  E-mail：kanagawa@wrvj.org   URL：http://wrv-kanagawa.jp/ 

 

【当初（初年度）の事業計画】 

個別事業名 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 

事業 1 野生動物リハビ

リテーター養成及

び資格認定     

  

事業 2 総合学習指導      

事業 3 普及啓発      

事業 4 インターンシップ

学習指導 

 準備    

事業 5 救護原因究明・

予防対策 

   準備  

事業 6 環境モニター    準備  

 

 

 

 

 

 

講習検討 認定

26

５年間の軌跡

協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



  

【事業の変遷】 

個別事業名 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 

事業 1 野生動物リハビ

リテーター養成

及び資格認定 

 

   検討 

   養成 

   認定 

   

事業 2 総合学習指導       

事業 3 普及啓発       

事業 4 環境モニター       準備  

 

【収支決算額の推移】                                                      （単位：円） 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

会費収入 13,520 4,000 2,090 0 0

寄附金 10,000 4,318 0 149 4,018

事業収入 150,000 230,800 226,700 291,100 293,700

補助金等収入 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000

（収入のうち負担金額） (5,000,000) (5,000,000) (5,000,000) (5,000,000) (5,000,000)

収入 5,173,520 5,239,118 5,228,790 5,291,249 5,297,718

事業 1 野生動物リハビ

リテーター養成

及び資格認定 

1,072,781 3,033,440 3,224,680 2,876,595 2,708,219

事業 2 総合学習指導  1,138,075 2,018,617 800,011 948,578 940,124

事業 3 普及啓発  1,762,664 187,061 244,099 506,076 620,422

事業 4 環境モニター － － － － 68,953

共通人件費 1,200,000 － 960,000 960,000 960,000

支出合計 5,173,520 5,239,118 5,228,790 5,291,249 5,297,718

収支差額 0 0 0 0 0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0

5,000,000

10,000,000

平成１６年度　平成１７年度　平成１８年度　平成１９年度　平成20年度

事業の財源の推移

会費収入

寄付金

事業収入

基金２１協働事業負担金

5,173,520

5,239,118
5,228,790

5,297,718
5,291,249

（単位　円）

27

協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



28

協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－
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協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



 

 

【個別事業の内容と実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 1 野生動物リハビリテーター養成及び資格認定 

事業 2 総合学習指導 

【実施した内容】 

   子どもを中心に社会人までを対象とした一日体験学習のプログラムを開発し、野生動物ボランティアセンターを

中心に実施した。また、総合学習授業の一環として学校等での訪問学習を実施した。子どもにも救護活動が理解

できるようなテキストを作成し活用した。体験学習や訪問学習の案内用ポスターを作成し、県内小・中・高等学校に

配布した。 

【5 年間の実績】 

・体験学習実施日数、参加人数 5 年間延べ   154 日間 401 名  

（16 年度  5 日間 10 名 17 年度 33 日間 70 名 18 年度 39 日間 90 名 19 年度 39 日間 94 名 

20 年度 38 日間 137 名） 

・訪問学習実施施設数、参加人数   4 年間延べ   13 ヶ所 1,219 名  

（17 年度 3 ヶ所 448 名 18 年度 4 ヶ所 511 名 19 年度 3 ヶ所 224 名 20 年度 3 ヶ所 36 名） 

専門学校 1 校  高等学校 3 校  中学校 1 校  小学校 6 校 学童保育所 1 ヶ所  関係機関 1 ヶ所 

【実施した内容】 

学識経験者等による検討委員会を発足させ、資格認定制度の導入に向けた検討を行い、リハビリテーター養成

のためのカリキュラムやテキストを作成し、リハビリテーターの募集・養成・認定を行った。また、認定後のサポート

として、救護施設における活動や野生動物のレスキュー（搬送）、自宅等で看護やリハビリができるよう、スキルア

ップのための勉強会などを実施したほか、リハビリテーター同士の交流や情報共有を目的として、ニュースレター

の発行やメーリングリストの活用を行った。 

【5 年間の実績】 

    ・リハビリテーター資格認定制度検討委員会開催回数 

     5 年間延べ 11 回 （16 年度 3 回 17 年度 2 回 18 年度 2 回 19 年度 2 回 20 年度 2 回）  

・リハビリテーター認定数   5 年間延べ 141 人  

※2 年毎の更新により平成 21 年 4 月 30 日現在 120 人 

    （男女比 31：89  年齢構成 10 代 11 20 代 44 30 代 16 40 代 17 50 代 24 60 代以降 8） 

（16 年度 0 人※認定準備のため 17 年度 32 人 18 年度 18 人 19 年度 45 人 20 年度 46 人） 

・勉強会等開催回数  

4 年間延べ  15 回 （17 年度 3 回 18 年度 6 回 19 年度 3 回 20 年度 3 回）               

・ニュースレター発行回数 

 4 年間延べ  7 回 （17 年度 1 回 18 年度 2 回 19 年度 2 回 20 年度 2 回） 
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協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 3 普及啓発 

【実施した内容】 

傷病野生動物の保護持込者を対象に救護活動が理解できるようなリーフレットを作成し、県内の救護施設や動

物病院、市町村等関係機関に配布した。リハビリテーター資格認定制度の創設に当たり、一般県民に対して事業

報告会を実施した。リハビリテーターによる普及啓発活動の一環として、動物園等でのイベントにブース出展して

子ども向けのクイズなどを実施した。 

【5 年間の実績】 

・事業報告会回数 2 年間延べ  2 回 

（16 年度 1 回 17 年度 1 回） 

・ブース出展回数 3 年間延べ  15 回 

（18 年度 3 回 19 年度 3 回 20 年度 9 回） 

・ブース出展イベント（東京バードフェスティバル、川崎市動物フェスティバル、夢見ヶ崎動物公園動物園まつり、

金沢動物園イベント、青葉区民まつり、瀬谷区民まつり、秦野市まつり、森とせせらぎまつり） 

 

事業 4 環境モニター 

【実施した内容】 

 野外に放置されたゴミが野生動物に与える影響にスポットを当て海岸清掃を実体験し、その実態を探った。 

 県内の他の救護団体と合同でズーラシア及び野毛山動物園にてパネル展示を開催し県民に向けて、ゴミが与え

る野生動物への被害について啓発した。 

【１年間の実績】 

 ・現地調査回数 1 年間延べ 2 回 （20 年度 2 回） 

 ・パネルの展示期間 

   ズーラシア   平成 21 年 2 月 4 日から 3 月 9 日まで 

野毛山動物園 平成 21 年 3 月 24 日から 4 月 19 日まで 
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協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



 

小学校の総合学習の時間などで使用するテキスト

学校を訪問して野生動物の実態を伝える。
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協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



 

 
10

100

ゴミと野生動物の関係をクイズ形式でアピール
するリハビリテーター

子どもたち向けの普及啓発イベント

33

協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－



 

21

野毛山動物園で活動するリハビリテーター　差し餌（左）　標本づくり（右）

リハビリテーター自身がデザインしたロゴマーク

34

協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－
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協働事業負担金－野生動物救護活動に関する支援事業－





在日コリアン生活文化資料館世代間交流事業

在日コリアンのライフヒストリー聞き書き作業

37
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≪実施団体による自己紹介≫ 

 

在日コリアン一世の高齢者は、「学がないから」「国を

取られたから」と、大変な労苦を強いられたことが、自分

の責任であるかのようにとらえ、自らの辛かった生活史

を忘れようと切り捨てて暮らしてきた。1997 年の聞き取り

調査では、生活史を聞いた若い在日世代や日本人に、

たくさんの学習の機会が与えられた。また、在日高齢者

にとっても、辛かったけれどかけがえのない生活史の記

憶を回復し、自らの歴史を振り返り、不当に扱われた自

分史が、自分（たち）のせいではなく、時代に翻弄された

ものであり、自分史を回復することが、「差別のみにくさ」

「戦争の悲惨さ」を語り継ぐことになることだと確認する自

己回復の場となった。 

その延長線上に、子どもたちからお年寄りまでが、わ

かりやすく川崎のハルモニ、ハラボジが刻んできた足跡

を学び、自分たちの川崎との関わりをふりかえり、絡めな

がら、川崎の地域社会の歴史を再構成する取り組みを

継続し、共に暮らす「私たちの歴史」を作り出すことを目

的として、かわさきの在日高齢者と結ぶ２０００人ネットワ

ークを設立した。 

かわさきの在日高齢者と結ぶ 2000 人
ネットワーク事務局長の三浦さん

ハルモニ・ハラボジたちの識字への想い

38
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ボランタリー活動補助金－在日コリアン生活文化資料館世代間交流事業－



  
21

 
 

 

21

 
 

 

在日コリアン高齢者交流クラブ・トラヂの会の

10 周年記念での発表

聞き書きの結果は、記録集としてだけでなく、
インターネット上で資料館として公開している。

39

ボランタリー活動補助金－在日コリアン生活文化資料館世代間交流事業－



16
 

 

 
  

 

20

 

 
 

 

       

資料館としてのホームページの画面

聞き書きの場は、在日コリアンの方の自己
回復の場にもなっている。

ハルモニの生きた証の語りを

まとめて刊行された『在日コ

リアン女性 20 人の軌跡―国

境を越え、私はこうして生き

てきた』（右）
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ボランタリー活動補助金－在日コリアン生活文化資料館世代間交流事業－



21

 

 

 
      

 

100

 
 

 
 

 
 

 
 

在日コリアンの自己回復と若い世代へ歴史を
伝えるための沖縄旅行

孤立しがちな在日コリアンにとって、食事や交流
の時間は、かけがえのないひととき。

41

ボランタリー活動補助金－在日コリアン生活文化資料館世代間交流事業－



 

 

【事 業 名】  在日コリアン生活文化資料館世代間交流事業 

【実 施 団 体】  かわさきの在日高齢者と結ぶ２０００人ネットワーク 

【実 施 期 間】  平成18 年度～20 年度（3 年間） 

【補助金交付額】   3,950,000 円  （総事業費8,117,596 円） 

【事 業 概 要】  川崎の在日高齢者の方たちに、辛かったけれどもかけがえのない自分達の生活史を語ってもらうことで、自己回復

を図ってもらうとともに、聞き書きした内容をインターネット上の「川崎の在日コリアン生活文化資料館」で情報発信を

行い、広く市民社会に在日コリアンの足跡を記す。 

 

事業1 バーチャル生活文化資料館立ち上げ事業          （Ｈ18 年度） 

     資料館バージョンアップ                     （Ｈ19 年度）※Ｈ19 年度から事業名変更 

ＩＴ資料館バージョンアップ、研修、資料作成            （Ｈ20 年度）※H20 年度から事業名変更 

事業2 夏休み集中聞き書き、資料収集、編纂事業         （Ｈ18 年度） 

2007 年度聞き書き、資料収集、編纂事業          （Ｈ19 年度）※Ｈ19 年度から事業名変更 

2008 年度聞き書き、資料収集、編纂事業          （Ｈ20 年度）※H20 年度から事業名変更 

事業3 史料編纂レベルアップ事業                   （Ｈ18 年度） 

事業4 「コリアン」な街協働プログラム                      （Ｈ20 年度） 

【団 体 概 要】 

団体名：かわさきの在日高齢者と結ぶ 2000 人ネットワーク 設立年：平成17 年  

代表者：裵 重度  担当者：三浦知人  会員数：445 人（平成21 年7 月現在） 

住 所：川崎市川崎区桜本1-8-22 青丘社内  TEL：044-288-2997  FAX： 044-287-2045                      

E-mail：miura@seikyu-sha.com                                               

【事業の実施】 

個別事業名 18 年度 19 年度 20 年度 

事業 1 ＩＴ資料館バージョンアップ、研修、資

料作成 

   

事業 2 2008 年度聞き書き、資料収集、編纂

事業 

   

事業3 史料編纂レベルアップ事業    

事業4 「コリアン」な街協働プログラム    

※事業名については年度ごとに変更があるため、最終年度の事業名で記載。上記【事業概要】参照 

【収支決算額の推移】                                                                           （単位：円） 

度年02Ｈ度年91Ｈ 度年81Ｈ 度年02H 度年91Ｈ度年81Ｈ 

収入の部    支出の部    

会費収入 444,270 747,500 959,803 人件費 998.800 1,146,990 -

団体繰越金 547,376 167,480 - ,95 費件物 285 54,992 -

寄附金 -086,030,1 053,915,1 他のそ696,796 286,712 987,583

事業1  - - 1,982,850補助金等収入 1,200,000 1,100,000 1,650,000

事業2  - - 1,124,649

事業4 - - 200,000（収入のうちボランタリ

ー活動補助金） 

(1,200,000) (1,100,000) (1,650,000)

  

収入 2,577,435 2,232,662 3,307,499 支出 2,577,435 2,232,662 3,307,499

収支差額 0 0 0
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【個別事業の実施内容と実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業1 ＩＴ資料館バージョンアップ、研修、資料作成 
【実施した内容】 

ホームページ上に「川崎在日コリアン生活文化資料館」を立ち上げ、毎年度バージョンアップを行った。 

【3 年間の実績】 

   川崎で暮らす在日一世の生活史に関するホームページを立ち上げ、常時更新をすることで戦争の悲惨さ、差別の醜さについて

情報を発信した。 

事業2 2008 年度聞き書き、資料収集、編纂事業  
【実施した内容】 

  夏休み集中聞き書き事業として学生ボランティアを募集し一人二日かけて生活史の聞き取りを実施。 

  当時に関わりのある土地を訪ねながら当時の記憶を掘り起こしてもらい、聞き取りを行った。 

  また継続した聞き取り、記録化を目指して会議での検討やワークショップ、グループトーク（おしゃべり会）等を行った。 

【3 年間の実績】 

   ・聞き書き取り事業 

聞き手          3 年間累計 １１５人 （18 年度４５人   19 年度３８人  20 年度３２人） 

聞かれた在日一世  3 年間累計   ５４人 （18 年度２２人   19 年度１４人  20 年度１８人） 

   ・歴史を旅する協同体験事業、参加人数   3 年間累計７８人 （18 年度３２人   19 年度２１人   20 年度２５人） 

      訪問先  18 年度 沖縄   19 年度 広島・神戸   20 年度 韓国・釜山 

   ・資料収集・編纂事業 

      古い新聞記事、写真などを資料収集 

      聞き取りの様子や、歌い継がれた歌、チョゴリを縫うミシン作業の様子などを映像化した。 

事業3 史料編纂レベルアップ事業 

事業4 「コリアン」な街協働プロジェクト 

【実施した内容】 

民族文化サークル「パランセク」や、コリアン食文化の商業者と連携して、「コリアンな街」としてまた「共生の街」として、市民参加

と情報発信を強化した。 

【１年間の実績】 

   ・焼肉店経験者３名からの聞き取り  聞き手5 人 

   ・焼き肉ワークショップ  参加者118 人（高齢者 42 名 市民76 名） 

0

2 ,000 ,000

4,000 ,000

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

事業の財源の推移

助成金

団体負担金

雑収入

基金２１ボランタリー活動補助金

2,577,435
2,232,662

3,307,499

（単位　円）

【実施した内容】    

写真、音声、映像、年表、特別展示、フォトギャラリー、お任せツアー等をホームページに織り込みレベルアップを図った。 

【１年間の実績】 

 聞き書き事業で語ってくれた方のプロフィールを整理して情報をアップした。 
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80

高齢化している在日一世の経験を「今、記録とし
て残さねば」という思いで、この活動は始まった。

在日コリアンの生活史を学ぶワークショップ
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12

在日コリアンの方々の作品展示。絵や文章を書く
ことも自己回復につながる。

在日一世を講師として迎えての交流会。在日コリアン
の自己回復の効果が伺える。
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生活課題別にグループ聞き取りを行った、昔話交流会。
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視覚障害者自立支援事業

福祉体験授業の講師として学校を訪れた視覚障害者の皆さん

49



 
 

≪実施団体による自己紹介≫ 

 

パラボラジャパンは、平成１７年３月、ＮＰＯとしての認

証を受け、特定非営利活動法人パラボラジャパンの活動

を開始しました。  

夢が人生の指針を示し、夢がその道を育てるきっかけ

を教えてくれたーそんな気持ちにさせてくれるきっかけと

なったのは、障害を持っている人の作ったホームページ

との出会いでした。それが平成１２年９月に障害者のた

めの、パソコンサポートの活動を開始させる源となりまし

た。有志も集まり、ボランティア団体としての活動に、試

行錯誤を続ける日が続きました。 

その後、高齢者の方もお迎えし、やりがいと生きがい

を見つけたと日参する方も増えました。 気が付けば早く

も３年７ヶ月の月日がながれ、最初からの理念だった障

害者就労への場所作りは、自らの手で作らなければとい

うことを感じて、平成１６年４月に「みんなの家」の開設と

なりました。 

今は、「みんなの家」を拠点にしながら、ＮＰＯへの参

画と、障害者の雇用実現を目指しての事業展開を計画し

てまいりました。 
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視覚障害者がパソコンのスキルを活かして取り

組む点字翻訳

木下さん（右）、代表の森田さん（右から 2番目）、

清水さん（左から 2番目）、松本さん（左）
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50

30

21

21

21

社会福祉協議会から依頼を受けて実施した
視覚障害者のサポーター養成講座
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補助金を活用して購入できた点字プリンター
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【事 業 名】  視覚障害者自立支援事業 

【実 施 団 体】  特定非営利活動法人パラボラジャパン 

【実 施 期 間】  平成18 年度～20 年度（3 年間） 

【補助金交付額】   2,150,000 円  （総事業費4,833,034 円） 

【事 業 概 要】  中・高度の情報技術を持った視覚障害者の能力を生かして、パソコンの周辺機器を使って、就労や自立の道を考え

商品の発掘を行うとともに、収入を得ることやアクセシブルな情報社会の構築に参加することで、視覚障害者の意欲

向上やスキルアップを図る。 

 

事業1 視覚障害者向け情報技術指導事業            （Ｈ18 年度～19 年度） 

       視覚障害者向けパソコン指導の事業           （H20年度）※H20 年度から変更 

事業2 点字翻訳及び印刷事業                    （Ｈ18年度） 

       点訳・印刷及びテープ起こし事業             （H19 年度）※H19 年度から変更 

       自立作業の訓練と発掘の事業                （H20 年度）※H20 年度から変更 

事業3 ホームページのアクセシビリティ調査及び普及事業  （H18 年度） 

       WEB アクセシビリティ普及事業                   （H19 年度）※H19 年度から変更 

障害者に住み易い社会作りの事業            （H20 年度）※H20 年度から変更  

事業4 テープ起こし事業                       （Ｈ18年度） 

 

【団 体 概 要】 

  団体名：特定非営利活動法人パラボラジャパン  設立年：平成17 年  

代表者：森田 政記  担当者：松本 浩文 会員数：50 人（平成21 年 6 月現在） 

  住 所：相模原市共和4-12-8   TEL：042-755-9010  FAX：042-755-9010 

  E-mail：info@parabolajapan.com  URL：http://paraboloajapan.com  

 

 

【事業の実施】 

 

 度年02 度年91 度年81 名業事別個

事業1 視覚障害者向けパソコン指導

の事業    

   

事業 2 自立作業の訓練と発掘の事

業 

   

 

 

事業 3 障害者に住み易い社会作り

の事業  

    

事業4 テープ起こし事業 テープ起こし作業   

  

※事業名については年度ごとに変更があるため、最終年度の事業名で記載。上記【事業概要】参照 

 

 

 

 

 

翻訳作業実施  

講習会実施 

53

3 年間の軌跡

ボランタリー活動補助金－視覚障害者自立支援事業－



 

 

 

 

【収支決算額の推移】                                                                           （単位：円） 

 Ｈ18 年度 Ｈ19 年度 Ｈ20 年度  Ｈ18 年度 Ｈ19 年度 Ｈ20 年度

収入の部    支出の部    

会費収入 340,716 183,231 80,387

 

事業1 視覚障害者向けパソコン

指導の事業   

373,734 402,368 413,912

事業収入 264,650 625,900 891,010 事業 2 自立作業の訓練と発掘

の事業 

699,902 830,425 480,542

寄附金 172,140 75,000 50,000 事業 3 障害者に住み易い社会

作りの事業  

337,570 351,338 294,373

補助金等収入 750,000 700,000 700,000 事業4 テープ起こし事業 116,300 - -

事務所使用料 - - 240,000（収入のうちボランタリ

ー活動補助金） 

(750,000) (700,000) (700,000)

- - 出支得取産資定固 292,570

収入 1,527,506 1,584,131 1,721,397 支出 1,527,506 1,584,131 1,721,397

収支差額 0 0 0

※事業名については年度ごとに変更があるため、最終年度の事業名で記載）。前項【事業概要】参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1,500,000

3,000,000

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

事業の財源の推移

会費収入

事業収入

寄付金

基金２１ボランタリー活動補助金

1,527,506
1,584,131 1,721,397

（単位　円）
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【個別事業の実施内容と実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業1  視覚障害者向けパソコン指導の事業 
【実施した内容】 

視覚障害者の就労支援を目的に、個人指導、講習会、教室、テキスト頒布等によりパソコン操作技術の指導を実施 

【3 年間の実績】 

   ・訪問授業利用者数 3 年間累計 48 回48 人          （18 年度 16 回16 人 19 年度 18 回18 人 20 年度 14 回14 人）

  ・定期教室開催回数、参加人数 3 年間累計 32 回168 人   （18 年度 0 回 0 人 19 年度 9 回55 人 20 年度 23 回113 人）

  ・講習会開催回数、参加人数 3 年間累計 12 回125 人     （18 年度 7 回70 人 19 年度 3 回30 人 20 年度 2 回25 人） 

・企業連携講座開催回数、参加人数 3 年間累計 5 回33 人   （18 年度 0 回0 人 19 年度 1 回 5 人 20 年度 4 回28 人） 

  ・サポーター養成講座開催回数、参加人数 3年間累計 2回19 人 （18 年度 0 回0 人 19 年度 1 回9 人 20年度 1 回10 人）

  ・テキスト頒布 3 年間累計 84 点 （18 年度 5 点 19 年度 46 点 20 年度 33 点） 

事業  障害者に住み易い社会作りの事業  
【実施した内容】    

バリアフリーな社会づくりに向けた啓蒙活動として、ホームページ改善事例の発表やWEBアクセシビリティについての講演、学校

での授業などを実施 

【3 年間の実績】 

・ホームページ改善事例の発表（18 年度）           3 月18 日   場所：かながわ県民センター      

・ＷＥＢアクセシビリティの講演（19 年度）           10 月14 日   場所：相模原市けやき会館 

・障害のある方々のふれあいパソコン広場（20 年度）  6 月29 日   場所：ソレイユさがみ 

・視覚障害者のパソコン利用について（20 年度）      3 月15 日   場所：かながわ県民センター  

・福祉体験授業の実施  2 年間 計21 回  小学 3 校  中学 12 校  高校 4 校 （19 年度9 回 20 年度13 回） 

  ・勉強会実施 （18 年度）  3 回17 名  

・障害者のためのＩＴ機器展＆講習会 開催回数 参加人数  3 回156 人（20 年度） 

 

事業 テープ起こし事業 
【実施した内容】 

講演や講義内容のテープ起こしを実施。 

【1 年間の実績】 

 テープ起こし    （18 年度） 3 件    

※19 年度からは事業2 の中に統合 

 

事業2  自立作業の訓練と発掘の事業 
【実施した内容】 

点字名刺、点字封書、連絡帳、広報等の点訳印刷を実施。 

会議・講演等のテープ起こしを実施。 

【3 年間の実績】 

点訳・点字印刷件数      3 年間累計 26 件  （18 年度 9 件  19 年度 9 件   20 年度 8 件）    

点訳・印刷・発送受託業務  3 年間累計 36 件  （18 年度 0 件  19 年度 12 件  20 年度 24 件） 

テープ起こし             2 年間累計 4 件   （19 年度 3 件  20 年度 1 件） 

4 

3 
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スタッフが講師を務めるサポーター
養成講座

障害者のためのパソコン相談会
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普及啓発として行った福祉体験授業

晴眼者と共同作業が必要なテープ起こし
作業
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事業の成果として、視覚障害者向けのパソコン
テキストの作成に結び付いた。

この事業は、障害者の社会性の向上やコミュニ
ケーションの活性化にもつながっている。
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パラボラジャパンの活動で点訳を行った広報紙
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湘南映像祭の開催及びメディア講座定期開催事業

メディアリテラシーと映像制作を学ぶメディア講座

61



 
 

≪実施団体による自己紹介≫ 

 

湘南市民メディアネットワークは、主に湘南地域（藤

沢、茅ヶ崎、鎌倉、平塚、逗子の各市）に関わる市民に

対して、その市民が制作した映像を通じてメッセージを交

換するための各種事業や、市民活動団体等の活動を支

援するための各種事業を行い、地域を活性化して生きが

いのある楽しい生活空間と豊かな文化の創造に寄与す

ることを目的としています。 

 
地域資源情報を映像化したり、高等学校の授業の講

師、青少年の健全育成の講座や映像教育システムを研

究開発することで、青少年に社会と向き合えるツールを

提供し続けます。 

 

市民が自分の映像で社会に問いかけ、問題を提起し

たり、青少年が自分の今の姿を映像で語ったり、ドキュメ

ンタリーで地域の人と向き合ったりできるような映像サー

クルを作り、皆が、映画製作を行い、映像の力を知っても

らい、市民が映像をツールに、ネットメディアによって個

人が自分の意見を発信できる為のメディアセンターを構

築できるシステムを目指します。 
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様々な人たちの出会いの場でも
ある湘南映像祭　　　　　　　

湘南市民メディアネットワーク代表の
森さん
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映像に真剣な眼差しでふれあう子どもたち
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大島渚監督や小山明子夫人など、映像のプロとの
交流が若者たちに刺激を与える。　　　　　　　

大人向けのメディア講座（ワークショップ）映像制作を通じて子どもたちにも変化が現れる。
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湘南市民メディアネットワークは映像を通じて、今後も様々なネット

ワークを築きながら、活動を続けていくことだろう。　　　　　　　

65

ボランタリー活動補助金－湘南映像祭の開催及びメディア講座定期開催事業－



 

 

【事 業 名】  湘南映像祭の開催及びメディア講座定期開催事業 

【実 施 団 体】  特定非営利活動法人湘南市民メディアネットワーク 

【実 施 期 間】  平成19 年度～20 年度（2 年間） 

【補助金交付額】   3,945,000 円  （総事業費9,025,481 円） 

【事 業 概 要】  湘南映像祭という青少年主体のビデオ映像祭の開催やビデオ映像制作講座を通して、青少年の表現力や映像メデ

ィアを読みとく力を養うとともに、市民と青少年の映像ネットワークの確立を目指す。 

 

事業1  湘南映像祭の企画・開催事業（青少年主体の映像祭開催）    (H19 年度） 

湘南映像祭事業                              （H20 年度）※H20 年度に事業名変更 

事業2  ビデオ映像制作講座事業 （映像制作者育成事業）         （H19 年度） 

メディア講座定期開催事業                       （H20 年度）※H20 年度に事業名変更 

 

【団 体 概 要】 

  団体名：特定非営利活動法人湘南市民メディアネットワーク 設立年：平成19 年  

代表者：森 康祐  担当者：森 康祐   

会員数：20 人（平成21 年4 月現在） 

  住 所：藤沢市藤沢110-4   TEL：0466-62-2288  FAX：0466-62-2288 

  E-mail：mori@eizosai.tv  URL：http://www.eizosai.tv/  

 

 

【事業の実施】 

 度年02 度年91 名業事別個

事業1 湘南映像祭事業 

   （湘南映像祭の企画・開催事業）

映像祭が県内外に認知され、県外からの応募

が増えました 

全体の応募数は減少しましたが、学生（青少

年）からの応募が増加しました 

事業2 メディア講座定期開催事業 

     （ビデオ映像制作講座事業） 

3Dアニメのワークショップが講評で小学生から

中学生に広くワークショップを展開しました 

高校生と市民のワークショップが定期的に行い

ました。青少年に映像ワークショップで映像制

作過程の意図を伝えました 

 

【収支決算額の推移】                                                                            （単位：円） 

度年02Ｈ 度年91Ｈ  度年02Ｈ 度年91Ｈ 

   部の出支   部の入収

会費収入 151,000 58,000

,2 入収業事 338,239 2,533,242

事業1 湘南映像祭の企画・開催事業  1,682,719 2,445,685

.2 入収等金助補 000,000 1,945,000

（収入のうちボランタリー活動補助金） (2,000,000) (1,945,000)

事業2 ビデオ映像制作講座事業  

      

2,806,520 2,090,557

242,635,4 932,984,4 出支242,635,4 932,984,4 入収

0 0 額差支収

 

※事業名については年度ごとに変更があるため、最終年度の事業名で記載。上記【事業概要】参照 

 

２年間の軌跡
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【個別事業の実施内容と実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業1 湘南映像祭事業   
【実施した内容】 

湘南映像祭作品応募規定による映像作品（ドキュメンタリー・ドラマ・アニメの３部門）を公募し審査表彰を行った。 

  また、入賞作品はＷＥＢサイトにて配信を行った。 

  広報活動として湘南映像祭新聞の制作・配布を実施した。 

 

【2 年間の実績】 

   ・映像祭開催  ２年間累計応募作品総数 335 本 （19 年度  196 本 ドキュメンタリー85 本 ドラマ 96 本 アニメ 15 本 

20 年度  139 本 ドキュメンタリー75 本 ドラマ 40 本 アニメ 24 本） 

             来場者総数  256 人 （19 年度160 人 20 年度96 人 ） 

 ・新聞発行  発行回数18 回 （19 年度12 回 20 年度6 回 ） 

                   

事業2 メディア講座定期開催事業 
【実施した内容】 

各年齢層に応じたメディアリテラシーと映像制作・映像表現に関する講座の開催や、高校や中学へ出向いての講習を実施。 

 

【2 年間の実績】 

   ・定期講座 総数 48 回 参加者延べ 464 人（19 年度12 回  参加者延べ 240 人 20 年度36 回  参加者延べ 224 人） 

    開催講座（一例） 小学生向け CM 制作講座、NPO 向け講座、シニア向け講座、高校生向け講座 

   ・中学・高校での講習  総数 78 回 （19 年度  36 回 20 年度42 回 ） 

・中学・高校等への撮影機材の貸し出し 8 校50 回 

0

2,500,000

5,000,000

平成１９年度 平成２０年度

事業の財源の推移

会費収入

事業収入

基金２１ボランタリー活動補助金

4,489,239 4,536,242 （単位　円）
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映像講座を行う代表の森さん
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200

メディア講座に参加した子どもたち。子どもたちによる映像制作は新たな発見につながる。
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21

多くの青少年が参加した湘南映像祭

映像祭の１シーン
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第２回湘南映像祭
タイトル画像
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この報告書は、以下の方々のご協力を得て作られました。（敬称略） 

 
 

■各団体へのインタビュー記事執筆 
藤澤 浩子  神奈川県ボランタリー活動推進基金幹事会幹事 

かながわ県民活動サポートセンター平成 20 年度インターン  
中島 智人  神奈川県ボランタリー活動推進基金幹事会幹事  

かながわ県民活動サポートセンター平成 18 年度インターン 
 

■インタビュー協力・振り返り記事及びデータ記事執筆 
特定非営利活動法人 ＳＴスポット横浜 
神奈川県県民部文化課 
神奈川県教育局子ども教育支援課 
神奈川県教育局高校教育課 
茅ヶ崎市教育委員会教育総務部教育指導課 
逗子市立久木小学校 
特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会神奈川支部 
神奈川県環境農政部緑政課 
横浜市立野毛山動物園 
かわさきの在日高齢者と結ぶ２０００人ネットワーク 
特定非営利活動法人 パラボラジャパン 

    特定非営利活動法人 湘南市民メディアネットワーク 
 
 
 
 
 

未来を拓く挑戦者たち vol.３ 

かながわボランタリー活動推進基金 21 

 平成２０年度助成終了事業（協働事業負担金・ボランタリー活動補助金）成果報告書 

 
平成２２年３月発行 

編集・発行 かながわ県民活動サポートセンター 

 

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2 

電話（045）312-1121 

http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/02/0051/josei/kikin21/index.html 



かながわ県民活動サポートセンター 電話(045)312-1121(内線2831～2832）

横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 

古紙を配合した再生紙を使用しています

未来を拓く　挑戦者たち　vol.3未来を拓く　挑戦者たち　vol.3
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